
お知らせのページ 
  

国国立立研研究究開開発発法法人人土土木木研研究究所所  

 

－ 55 － 

  

 

 土木研究所では、下記のとおり令和6年度土木研究所講演会を開催します。 
本講演会は、当所における調査研究成果や最近の土木技術に関する話題・動向について、講演、報告

を行うものです。今年度は、令和6年1月に発生した能登半島地震における土木研究所の現場での取り組
み、貢献及び今後の課題等を踏まえ「災害に立ち向かう土研の技術力～これからの国土づくりに向けた
土研の貢献～」を講演会のテーマに設定しました。加えて、特別講演として防衛大学校 防衛学教育学群 
統率・戦史教育室長  教授 /1等陸佐  川口  貴浩  氏から「自然災害からいのちを守る  ～自衛隊による災害
派遣の概要と今後の課題～」、公益社団法人土木学会  会長 佐々木  葉  氏から「災害を通して考える土木
の仕事（録画配信）」と題してご講演いただきます。また、土木研究所を牽引する研究者からの講演及び
パネルディスカッションを開催します。 

多くの皆様のご参加をお待ちしております。 
記 

1．主 催：国立研究開発法人土木研究所 
2．後 援：国土交通省/ 公益社団法人土木学会/ 一般社団法人建設コンサルタンツ協会/ 

一般社団法人全国建設業協会/ 一般社団法人日本建設業連合会/ 
一般財団法人土木研究センター 

3．日  時：令和6年10月22日（火）10：00～17：00 
4．場  所：一橋講堂（東京都千代田区一ツ橋2-1-2） 
5．参 加 費：無料 

・・本本講講演演会会へへのの参参加加はは、、原原則則、、事事前前申申込込みみををさされれたた方方ののみみととささせせてていいたただだききまますす。。  
・・YYoouuttuubbeeにによよるるラライイブブ配配信信をを実実施施ししまますす。。詳詳細細はは、、土土木木研研究究所所ホホーームムペペーージジををごご確確認認くくだだささいい。。  

6．プログラム：（注：プログラムの詳細は、土木研究所ホームページをご確認ください。） 
10:00～10:15 開開会会挨挨拶拶   
 理事長 藤田 光一 

（10:15～10:20 準備） 
◆特特別別講講演演 
10:20～10:50  「「自自然然災災害害かかららいいののちちをを守守るる  ～～自自衛衛隊隊にによよるる災災害害派派遣遣のの概概要要とと今今後後のの課課題題～～」」  
 防衛大学校 防衛学教育学群 統率・戦史教育室長 教授/1等陸佐  川口 貴浩 
◆◆講講演演  
10:50～11:20  「「道道路路土土工工構構造造物物のの被被害害とと技技術術支支援援」」  
  地質・地盤研究グループ 上席研究員 佐々木 哲也 
11:20～11:50  「「道道路路トトンンネネルルのの覆覆工工崩崩落落ととそそのの対対応応」」  
  道路技術研究グループ 上席研究員 日下  敦 

（11:50～13:00 昼休み） 
◆◆講講演演  
13:00～13:30  「「道道路路橋橋のの被被災災おおよよびび現現地地調調査査かからら見見ええててききたた課課題題」」  
  橋梁構造研究グループ 上席研究員 大住 道生 
13:30～14:00  「「地地すすべべりり災災害害対対策策へへのの技技術術支支援援とと今今後後のの課課題題」」  
  土砂管理研究グループ 上席研究員  杉本 宏之 
14:00～14:30  「「農農業業水水利利施施設設ににおおけけるる地地震震被被害害のの特特徴徴とと対対策策」」  
  寒地農業基盤研究グループ 上席研究員 大久保 天 

（14:30～14:40 休憩） 
◆◆特特別別講講演演（（録録画画配配信信））  
14:40～15:20    「「災災害害をを通通ししてて考考ええるる土土木木のの仕仕事事」」  
  公益社団法人土木学会 会長 佐々木 葉 
 

令和６年度土木研究所講演会の開催   

災害に立ち向かう土研の技術力 
～これからの国土づくりに向けた土研の貢献～ 
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国土技術政策総合研究所 

 

新新道道路路技技術術会会議議 
「「道道路路政政策策のの質質のの向向上上にに資資すするる技技術術研研究究開開発発」」のの研研究究募募集集  

産・学・官の連携を強化し、「学」の知恵、「産」の技術を幅広い範囲で融合することにより、道路政策
の質の向上に資する技術研究開発を、研究者の方々から広く募集します。 

1．．募募集集すするる研研究究テテーーママ 

分  類 本格研究 FS研究 
（ﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨｽﾀﾃﾞｨ） 短期研究 

概  要 

○道路行政の技術開発ニーズに対応する研究開発 
7つの施策テーマ毎に設定した道路行政の技術開発ニーズに対応する研究  
※道路行政の技術開発ニーズ：国土交通省道路局HPで公開済み  
 （https://www.mlit.go.jp/road/tech/donyu/index.html）  
 

○提案型研究開発 
（道路行政の技術開発ニーズに記載はないが、）新たな発想に基づく研究開発の提案で、

道路行政の進展に資するもの  
 

本格研究のFS調査として実施

するもの 
短期小規模なもの  

研究規模 
500万円程度から最大 5,000
万円/年 

最大300万円/年 最大300万円/年 

研究期間 

最大3年間程度 
（中間年度毎に実施する中間

評価の結果を踏まえて、次

年度の継続可否を決定） 

最大1年間程度 1年間程度/回 

（同じテーマで連続2回まで

申請可能） 

募集・採択 
年1回募集し毎年3月頃に採択

を決定 

年間5件程度の採択を想定 

通年募集し年間4回採択を決定 

年間10件程度の採択を想定 

 

2．．応応募募方方法法 
国土交通省道路局HPから提案様式をダウンロード

し、ご記入の上、電子メールにてご提出下さい。 
○募集要領等： 

国土交通省道路局HPで公開 
(https://www.mlit.go.jp/road/tech/shinki/koubo.html) 
 
○提出先： 

〒100-8918 東京都千代田区霞が関二丁目一番三号 
国土交通省 道路局 国道・技術課 
 新道路技術会議事務局 
「道路政策の質の向上に資する技術研究開発」
募集係  
Mail：hqt-sindourogijutsu@gxb.mlit.go.jp 

 

○応募期限： 
・本格研究（令和7年度新規） 

〆切は令和6年11月11日（月）（必着） 予定※  

※最新の情報は募集要領でご確認ください。 
 ・FS研究・短期研究（年4回採択） 

次回は令和6年9月～11月応募分を12月に審査。 
次々回は令和6年12月～令和7年2月応募分を3月
に審査。 

3．．審審査査方方法法・・手手順順 
○審査方法 
 提案書類の審査は、国土交通省道路局に設置する、
学識経験者等で構成された「新道路技術会議」におい
て行います。本格研究への応募課題については、必要
に応じてヒアリング審査を行います。 
 
○審査基準 
 審査は「研究の必要性」、「研究成果の有効性」及
び「研究計画の妥当性」の観点から行います。 

詳細は国土交通省道路局HP(https://www.mlit.go.jp/road/tech/index.html)をご覧下さい。 

  新新道道路路技技術術会会議議   検検  索索  ☜☜  
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